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１．目的 

本研究では、運動学的観点と筆者の運動経験に基

づいて、アイスホッケーにおけるリストシュート未

習得者のための学習ステップを考案し、指導実践を

通してその有効性を検討することで、改善点を明ら

かにし、新たな学習ステップを加えるとともに指導

の観点を加えて、「指導プログラム」を構築すること

を目的とした。 

 

２．研究方法 

本研究の手順は、次に示す通りである。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

３．結果と考察 

本研究では、リストシュートを未習得の大学生 5

人を対象に指導実践を行った。その結果、学習者全

員がリストシュートを習得することが出来た。その

中で、学習者A、Eは、習熟したリストシュートを

打つことが出来た。 

特に学習者Aは、アイスホッケーを始めて約1か

月だが、指導6日目には習熟したリストシュートを

打つことが出来た。また、3日目の記録用紙に、「右

足で踏ん張る」という記述があり、他の学習者より

も早い段階で、リストシュートの動きの感覚を感じ

とり、それを意識することが出来るようになった。 

学習者Eは、アイスホッケーの運動経験が約5か

月あり、すべての動きについて他の学習者よりも習

熟していた。そのため、指導1日目からリストシュ

ートを打つことが出来ていたが、本研究で求める構

えのリストシュートとは異なっていた。しかし、記

録用紙の記述は学習者の中で一番多かった。指導 2

日目からは、本研究で目標像としたリストシュート

の動きで行うことが出来ており、内観記録には「重

心移動、右足で」という記述があった。本実践を通

して、習熟したリストシュートを打つことが出来る

ようになった2人の学習者に共通していたのは、早

い段階で「軸足の踏ん張り」を意識していたことで

ある。 

それに対して一方、学習者 B、C、D は、練習を

進めるにつれて内観記録の記述が増えていくという

傾向があったものの、「軸足の踏ん張り」を意識する

ようになるのが遅く、リストシュートを習得するこ

とは出来たが、習熟するまでには至らなかった。 

 

４．結論 

学習者らの学習過程の考察から、各ステップは概

ね有効であったが、次の点に改善が必要と考えられ

た。 

ⅰ）「軸足の踏ん張り」に関する動きの感覚を養える

課題が必要であること。（学習者A,B,C,D,E） 

ⅱ）「手首の返し」に関する動きの感覚を養える課題

が必要であること。（学習者A,B,C,D,E） 

ⅲ）学習ステップ⑥パス＆シュートにおいて、パス

の回数を減らし、シュートの動きに集中できる

課題にすること。（学習者A,B,C,D） 

ⅳ）リストシュートの動きを安定させる課題が必要

であること。（学習者A,E） 

 上記の改善点を踏まえ、新たな学習ステップを加え

るとともに指導の観点を加えて、リストシュート未習

得者のための「指導プログラム」を構築した。 


